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研究要旨 

食品用器具・容器包装、おもちゃ及び洗浄剤（以下、「器具・容器包装等」）の安全

性は、食品衛生法の規格基準により担保されているが、近年、食品の安全性及びその

信頼性の確保に関する関心の高まりとともに、その試験及び分析に求められる信頼性

の確保も重要な課題となっている。そこで、おもちゃにおける着色料試験の試験室間

共同試験、並びに蒸発残留物試験における蒸発乾固後の乾燥操作に関する検討を実施

した。 

おもちゃにおける着色料試験の試験室間共同試験では、民間の登録検査機関、地方

自治体の衛生研究所など 26機関（109名）により試験室間共同試験を実施し、機関ご

との判定結果の検証、判定結果への影響要因に関する検討、比較液の導入による判定

結果の統合性に関する検証を行った。機関ごとの判定結果の検証及び判定結果への影

響要因に関する検討では、赤、黄、青、橙、紫、緑の 5 段階の濃度の検体を試験機関

に配布し、着色の有無を判定した。その結果、試験機関間で結果が異なったり、試験

機関内で同じ検体の判定結果が異なるケースが存在した。さらに、着色している検体

を見逃さないようにと厳しく判断することにより、ブランク試料を「着色有」と判定

した結果も見られた。さらに、多くの試験機関では複数の試験者による総合評価によ

り判定していたが、その判定方法は様々であった。また、ネスラー管については、現

在おもちゃの製造基準で規定されている「底から栓の下面までの距離 20 cm」は市販

されておらず、「底からネスラー管の上端までの距離 20 cm」に変更すべきと考えられ

た。 

個々の試験者レベルでの試験者の情報と判定結果を検証し、判定結果への影響要因

について検討したところ、試験経験の有無で、黄と紫の検体の判定結果に差がみられ

た。また、試験経験者では黄、試験未経験者では青の判定結果が試験者や試験時の状

況により影響を受けやすいと考えられた。一方、水を比較液として用いた場合は、試

験経験の有無により緑の検体の判定結果に差が生じた。さらに、試験経験者では緑、

試験未経験では赤と黄の判定結果が試験者や試験時の状況により影響を受けやすいと

考えられた。しかし、比較液として水を用いた場合は判断基準が明確となり、誤判定

率及び同一濃度の検体における併行精度が向上した。 

比較液の導入による判定結果の統合性に関する検証では、着色の有無の判断をより

明確化させる目的で、着色した溶液を比較液として導入し、赤、黄、青、橙、紫、緑
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のそれぞれ 3 段階の濃度の検体を配布して試験を実施した。その結果、比較液を用い

ることにより試験者の判定結果をある程度一致させることができた。さらに、判定結

果の併行精度の向上やブランク検体の誤判定率の低減化にも有効であった。以上の結

果から、着色試験の判定に比較液を用いることを提案した。 

蒸発残留物試験における蒸発乾固後の乾燥操作に関する検討では、揮散または変化

しやすい成分を多く含む試験溶液の場合は蒸発乾固または乾燥における操作の細かな

違いなどにより蒸発残留物量にばらつきが生じてしまい十分な性能が得られない可能

性があるため、試験法のうち、蒸発乾固後の乾燥操作において使用する乾燥器や操作

条件などの違いが蒸発残留物試験に与える影響について5種類の添加剤等を用いて10

機関で共同試験を実施して検証した。各試験機関が用いた乾燥器及びその内部の温度

分布と残留物量の関連性を確認した結果、105℃に設定した乾燥器内の位置による温度

差は自然対流方式より強制送風方式の方が少ない傾向にあった。しかし、揮散しやす

い物質では、残存率及びそのばらつきは試験機関による差が大きく、しかもその傾向

は乾燥器が自然対流方式より強制送風方式の場合に顕著であった。一方、乾燥器内の

温度と残存率に相関はみられず、乾燥器内の温度が概ね105℃±5℃の範囲内であれば、

残存率の低下やばらつきに影響を及ぼす可能性は低いと考えられた。また、送風量及

び容器の形状について影響を調べたところ、送風量は少なく、容器の高さは高い方が

残存率は高くなる傾向があった。これにより、容器内の残留物に風があたることによ

って揮散量が増加することが示唆された。 
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